
さぬき発実践報告(発表資料）

rリピンに安全な飲料水の供給を

(JICA民間連携普及・実証事業）
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フィリピン・西ネグロス州サガイ市の多くの人達が安全な飲み水を必要とし

ている事を知ったのは2010年、ここでのマングローブ植林をスタートさせた

年でした。

私はオイスカメンバーとして、30年間アジア各国で植林活動を行うなか、

どの国も飲料水に困っていることを見てきました。ここフィリピンでは毎年の

ように台風の被害にみまわれるため、飲み水の入手が難しいのでなにか良い手

段はないものかと州知事より相談を受けておりました。

おりしも2011年福島の震災後、高松市の㈱村上製作所さんが、災害時のた

め の 可 搬 型浄水機を開発された事を知りました。この浄水機は、川・池・雨な

どの自然水を飲料水に浄化できるもので、是非これをフィリピンへ持って行け

ればと思いました。

そこでJICAさんの協力をいただき、サガイ市水道局をパーl､ナーとして水

のとどかない地域に飲料水を供給するという事業を、2015年1月よりスター

トさせました。

これからこの地域の人々が悦ぶ姿をイメージしながら頑張って参ります。

㈱ イナ ダ代 表取 締役 社長
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会場の声

(アンケー ﾄから 一 部抜細
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